
平成３１年 ２月１８日

平成３１年度行政組織の見直しについて

多様化する市民ニーズや市の抱える行政課題に対応できる機能的な

組織体制を構築するため、行政組織の見直しを行います。

１ 公共施設の再配置に向けた体制強化

公共施設の再配置等を促進するため、総務部に「資産経営課」を新設

し、個別施設計画の策定等を推進するとともに、普通財産の管理を

一元化し、市有財産の効率的な活用を図ります。

２ 福祉に関する相談窓口のワンストップ化

障がい者への相談支援等を行っている健康福祉部社会福祉課の障害

者福祉係に、福祉関係の相談業務を集約して、新たに「福祉の窓口課」

として再編し、福祉に関する様々な相談にワンストップで対応します。

これまで、各担当課で行っていた虐待（児童・高齢者・障がい者）と

ＤＶ等への対応についても合わせて一元化します。

３ 組織の再編による効率化

・総務部の経営改革推進課と財政課を統合し、経営改革と財政運営を

一体的に行うことで、経営改革を加速化します。

・業務の効率化を図るため、建設経済部建設課の管理用地係から用地

関係事務を分割して、「用地係」を新設するとともに、管理用地係の

道路・河川等の管理事務と、維持補修第一・第二係の維持補修事務を

統合して「管理補修係」とします。

・小・中学校の再配置に係る業務の進捗を踏まえ、教育部学校教育課の

学校再配置推進室を廃止し、学校の再配置に係る業務は学務係で行う

こととします。
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・消防本部総務予防課を業務の専門性を踏まえ、消防総務課と予防課に

分割することにより、事務の効率化を図ります。

４ 水道部の廃止

富津市の水道事業は、木更津市、君津市及び袖ケ浦市の水道事業

並びに君津水道用水供給事業と事業統合をし、かずさ水道広域連合

企業団となることから、水道部を廃止します。

５ その他

「福祉の窓口課」の新設に合わせて、現在、市役所本庁舎１階にある

社会福祉課・介護福祉課を２階に、２階にある環境保全課を１階に移動

し、新設する「福祉の窓口課」を２階に配置することで、健康福祉部

関係課を２階に集約し、市民の利便性向上を図ります。

（参考）

平成３０年度 １１部局３３課室６２係

平成３１年度 １０部局３２課室５８係

（前年度比 ▲１部局▲１課室▲４係）

問い合わせ先

総務部経営改革推進課

０４３９－８０－１２１３



（参考） 「 」 ･･･事務の移管

平成３０年度 平成３１年度

【総務部】

財政課

財政係

管財契約係

経営改革推進課

財政課

財政係

契約検査係

廃止

資産経営課

資産経営係

資産管理係

【健康福祉部】

社会福祉課

社会福祉係

障害者福祉係

生活福祉係

子育て支援課

子ども家庭係

介護福祉課

高齢者支援係

社会福祉課

社会福祉係

廃止

生活福祉係

福祉の窓口課

福祉の窓口係

子育て支援課

子ども家庭係

介護福祉課

高齢者支援係



平成３０年度 平成３１年度

【建設経済部】

建設課

管理用地係

建設係

維持補修第一係

維持補修第二係

建設課

管理補修係

用地係

建設係

廃止

廃止

【消防本部】

総務予防課

総務係

予防係

消防総務課

総務係

予防課

予防係

【教育部】

学校教育課

学務係

学校再配置推進室

学校教育課

学務係

廃止



平成３０年度 平成３１年度

【水道部】

業務課

管理係

営業係

工務課

工務係

施設係

廃止


